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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
申請論文では、地域子育て支援拠点事業センター型を取り上げ、その実践構造を把握するとともに、
先駆的事例における従事者の働きを分析することをとおして、地域を基盤とした子育て支援の専門的
機能について探索的に明らかにしている。また、本研究では、実践的な理論的枠組みとして、「地域
を基盤としたソーシャルワーク」（以下、「ＣＢＳＷ」とする）理論を援用して考察を深めている。 
研究の対象である地域子育て支援拠点事業は、主として要支援家庭を含む３歳未満児とその親に集う
場を提供し、相談援助や情報提供を行うことを目的とする事業である。2008年には、第２種社会福祉
事業に位置づけられ、保育士が行う保育とは異なる実践領域として認知されつつある。そのセンター
型の実施要綱には、個別家庭への訪問支援、子育てに関わる地域資源への支援が規定されているよう
に、地域と子育てを一体的に捉えて支援を展開することが期待されている。一方、近年のＣＢＳＷの
  
理論には、「個と地域の一体的支援」「連携や協働」「予防的支援」が包含されており、センター型に
期待される地域と子育てを一体的に捉えて支援を展開するという機能と合致する点が多い。したがっ
て、本研究では、近年のＣＢＳＷの理論を援用し、拠点事業センター型の実践を分析することによっ
て、地域を基盤とした子育て支援の専門的機能を明らかにした。 
本研究の意義としては、地域を基盤とした子育て支援の専門的機能を明らかにすることによって、セ
ンター型の実践を活性化することになること、さらに子ども家庭福祉システムの再編におけるセンタ
ー型の効果的な展開を促進することになることが指摘できる。 
 本研究は、全８章から構成されている。序章では、本研究の背景について概説したうえで、研究目
的とそこに到達するための研究の取り組みを４段階に分けて述べている。第１章では、子ども家庭福
祉政策における地域子育て支援の台頭と展開、及び地域子育て支援をめぐる諸説を概観した。そのう
えで、地域福祉の動向を確認し、地域を基盤として子育て支援を展開すること、その方法をソーシャ
ルワークに求める必要性について論証している。さらに、先行研究の精査をとおして、「地域子育て
支援」の概念定義を行っている。第２章は、拠点事業センター型の政策的方向と現況の検討から現在
の課題について考察している。センター事業実施要綱の改正の経過からは、センター事業の趣旨を具
現化する方法論が明示されず、従事者が有する既存の専門性に依存しながら事業展開が図られた結果、
実態に合わせる形で実施要綱の改正に至ったことが認められる。第３章では、拠点事業センター型の
実態を定量的に把握することを目的として業務分析指標を作成している。第４章では、実際業務（外
部構造）と機能（内部構造）との関連から、センター型の実践の構造を探索的に明らかにし、その特
徴を明らかにした。実践構造として、ＣＢＳＷ高群、予防支援群、地域支援意識群、ＣＢＳＷ低群の
４類型を捉えている。ＣＢＳＷ高群のみが実際業務においても地域支援活動の積極的実施が認められ
たことから、ＣＢＳＷの８つの機能の観点を幅広く保有することが地域支援活動の積極的な実施をも
たらすものと考察している。第５章では、ＣＢＳＷ高群の先駆的事例における従事者の働きに焦点を
当てている。従事者の働きを構成する要素として、「ニーズや状況の明確化」「母親の力の醸成」「母
親のサポート体制の形成」「当事者の活動と地域参画の支持」「地域住民の支援活動の支持」「ネット
ワークの形成と活用」の６つを抽出した。第６章では、６つの構成要素に認められる具体的な働きを
ＣＢＳＷの枠組みと照合することで、その汎用性を検証した。その結果、「個を支える地域をつくる
援助」の具体的実践の把握に弱さが認められるものの、本研究で把握された６つの構成要素を、「地
域を基盤とした子育て支援実践の専門的機能」として提示することの妥当性を確認している。さらに、
量的及び質的調査の結果から、本研究における地域を基盤とした子育て支援の見解と６つの専門的機
能を提示している。終章では、本研究がもたらす実践への寄与について、ＣＢＳＷ高群の実践の再現
性を保障し、かつ本研究で把握された他の３類型への実践の普及という観点から論じた。また同じ生
活圏域で生活する障害者や高齢者への援助方法と整合性を担保した総合的支援の実現について展望
を示した。 
 本論文は、地域を基盤とした子育て支援という概念の整理とその専門的機能を提示することにより、
地域子育て支援拠点事業センター型の実践領域の固有性をより明確にした。さらに、拠点事業の実践
におけるＣＢＳＷ理論の有用性を示したことで、拠点事業における実践に対して理論的基盤を提供す
ることになった。これらの点で、本論文は高く評価できる。慎重に審査を行った結果、本審査委員会
は申請論文が博士（学術）の授与に値するものと認めた。 
